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「あいさつ」 って？

生徒会の皆さんが７月１０日（金）のあいさつ運動に向け

て準備をしてくれています。本当にうれしく思います。あり

がとうございます。

では、「あいさつ」ってなぜ必要なのでしょう。

「情けは人のためならず」という言葉があります。「人に情けをかけるのは、そ

の人のためになるばかりでなく、やがてはめぐりめぐって自分に返ってくる。人

には親切にせよ。」ということわざです。「あいさつは人のためならず」というこ

とわざはありませんが、間違いなくなく正しいと思います。「あいさつをすること

は相手のためばかりでなく、やがてはめぐりめぐって自分に返って」きます。

あいさつの効能

１ 人に親切にしてもらえる

大きな声であいさつをしてくれる子に親切にしたいと思うのは当たり前

です。特に、教師なんて、もともと生徒の役に立ちたいと思っているんです

から、自分に大きな声であいさつしてくれる子を助けたいと思うのはあたり

まえです。

２ 学校が明るくなる

大きなあいさつが教室や学校にもあふれれば学校は明るくなります。明

るくなれば楽しくなる。暗い学校より明るい学校がいいですよね。

３ 新しい友人ができる

勇気を出してこちらからあいさつすれば友人は増えます。さらに、けん

かした友人に朝、「おはよう」と元気よく声をかければ相手も「あ、怒って

ないんだ、こちらも声をかけなくちゃ。」と安心するでしょう。仲直りでき

る可能性も高くなります。

でも、実は、あいさつするには勇気がいる

のです。ここが難しいところです。

藤浪中学校は「あいさつ日本一」を掲げて

います。今後、生徒会の皆さんとともに、あ

いさつのあふれる学校を作ってくれることを

願っています。 生徒会の皆さん、ありがとうございます。


